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は
じ
め
に

『
フ
ォ
ト
九
』
は
広
報
ひ
か
り
で
紹
介
し
た
一
年

日

間
の
出
来
事
な
ど
を
、
写
真
を
中
心
に
編
集
し
た

れ

も
の
で
、

1
9
9
8
年

九

刊

以

来

、

今

年

で

叩

年
目
を
迎
え
ま

ふるさと光に恕いを抱き、各地でご活躍の皆さまへ

ふるさと光で、良き思い出を紡がれている皆さまへ

九
市
の
美
し
い
自
然
景
観

皆
さ
ん
の
塀
く
笑
顔
や
ま
ち

ま
む
様
子
な
ど
、
日
ご
ろ
の
広
報

竺
で
き
な
か
っ
た
も
の
を
、
写
古
一
九

i'

d
バ.，
-
J

'

な
ね
私
ι
け
た
ら
幸
い
で
す

c

五

九
へ
の
想
い
を
胸
に
抱
さ
、

て
い
る
多
く
の
皆
さ
ん
に
、

ふ

み
、
愛
す
る
気
持
ち
を
え
初
に

い
と
い
う
願
い
を
込
め
て
作
成

『
ふ
る
さ
と
』



『もったいない』を合言葉に、

環境配慮に取り組んた:2008年

子どもかSお年寄りまで

幸せを感じ5れるまちをめざして

⑪
 

周南東部環境施設組合 (下松市、光市による一部事務組合)

リサイクルセンター「えこぱーくJが完成

不燃ごみの再資源化と埋立ごみの減量を目指し、周南

東部環境施設組合リサイクルセンター「えこぱ一くJカず

後畑地区に完成し、 4月から本格稼働を開始しました。

この施設が、能力を発揮するために、ルールを守ったご

みの分別です。 Iごみの行方見学ツアー」などでは正し

いごみの分別やごみを出さない工夫などを多くの市民が

学びました。

④ 

⑨ 

「おっぱい都市宣言」

のまちとして

⑫
 「お っぱい都市宣言j

のまち、光市では、充実

した子育て環境を背景

に、地域社会全体で健や

かな子どもを生み育て、

いつま でも安心して暮ら

せるまちづ くりを進めて

います。

⑥ ⑤ 

⑬
 

①もったいないふろしき ②ふれあい訪問収集開始 ③市内全域で取り組んだ「緑のカーテン」 ④周南東部環境施

設組合リサイクルセンター「えこぱーく」外観 ⑤ 「えこぱーく」竣工式 ⑥ごみの行方見学ツアー ⑦おしゃれ

な人のふろしき講座開催 ⑧長寿者慶寿訪問 ⑨市営パスを新車両に更新 ⑩第2子以降の児童の保育料 ・入園料等を

無料化 ⑪あいぱーく光にチャイベビほっとサロンがオープン ⑫家族ふれあい教室 ⑮おっぱいまつり

日本古来から伝わる伝統文化や慣習には、おし ゃれでも

のを大切にする和の心がたくさん込められています。

「も ったいない文化推進プロジェクトjでは、 『おしゃ

れな人のふろ しき講座』や、 『緑のカーテン』 を実施し、

工コ口 ジーを楽しみながら学ぶこ とが、できま した。

お
し
ゃ
れ
を
楽
し
み
な
が
ら

エ
コ
ロ
ジ
ー
生
活

~もiliI‘よ「
~託会 Hlazy j 

② 

③ 



⑥ 

⑧ 

⑫ 
「大きな蟹を見つけたよ」

活気の源は、元気一杯の市民の輪

①ふるさとまつりでの「ふるさと大鍋J ②よさこ

い総おどり ③山口固体マスコ ッ卜のちょるるもイ

ベン卜に参加 ④光まつりでのパフォーマンス大会

⑤山車が威勢良 く練り歩く ⑥ナイター海水浴

⑦光花火大会 ⑥サンドアートin光 ⑨島田川での

水辺の教室 ⑩束荷御式年祭 ⑪光市駅伝競走大会

⑫市民体育大会 ⑬冠山総合公園夜間庭園

ここに来ると

楽しいことが一杯

冠山総合公園では、

季節ごとの多彩なイベ

ントが人々を楽しませ

てくれます。

恵まれた自然の中で

さまざまな取り組みを実施

全国初のナイター海水浴や干潟

を利用したサンドアート、砂浜か

ら間近で見ることが、できる花火大

会や水辺の教室など、光の夏は、

恵まれた自然を利用したさまざま

なイベントにj益れています。

⑨ 

仲間とともに、

元頁5長ってます

体育大会や、駅伝競走大会で

は、地域や、学校などを代表し

て熱い戦いが繰り広げられます。

⑮ 

「ふるさとの恵みの味を、ご賞味あれ」

豊作を祝い、地元の農産物がずらりと並ぶひかりふるさ

とまつり 。中でも『ふるさと大鍋』は一番の人気です。地

元のサトイモや友好都市である千葉県横芝光町のネギなど

の特産品がぎゅっと詰まった昧に、用意した1，000食分の

大吉局があっという聞になくなりました。

④ 

⑤ 

市民の元気と輝く笑顔

① 

光まつりのパレード

新市誕生を祝い、市民参加のおまつり光まつりの一

番の目玉は、各団体の工夫を凝らしたパレード、です。

2011年山口国体のマスコッ卜「ちよるるjもパレード、

に参加し、祭りを盛り上げ、ました。



素
敵
な

思
い
出
を

あ
り
が
と
う

大和中学校、

全国中学校駅伝(女子の部)

で全国優勝

と光の会j設立総会・交流言

「ふるさと光の会」設立

成人式大賞2008で、光市成人式実行委

員会が「優秀賞Jを受賞

子ども特派員誕生

室積小学校が全国学校合奏コ ンクールで

奨励賞を受賞

④ 

⑤ 

世
代
か
ら
世
代
へ
と

ふ
る
さ
と
の
魅
力
を

受
け
継
い
で
い
き
た
い

① 

①冠山総合公園梅の里 ②冠山総合

公園菖蒲まつり ③冠山総合公園ば、

ら祭 ④伊篠公記念公園のイチョウ

⑤クリ ン光大作戦 ⑥ひかりふ

るさとウォ キンクh室積 ⑦周防

柱松 ⑧島田川と菜の花

四季を通じて花木を楽

しむことができる冠山

総合公園や、歴史や伝

統を感じる建物や行事

に参加するなど、今年

もたくさんの思い出が

紡がれました。
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市

8 
月 月

日

V
元
日
一
早
朝
登
山

V
光
市
消
防
出
初
式

V
伊
藤
公
資
料
館
「
第
引

代
内
閣
総
理
大
臣
福
田
康

夫
氏
直
筆
書
」
展
示

V

「
ふ
る
さ
と
光
の
会
」

設
立
総
会

・
交
流
会

V
光
市
駅
伝
競
走
大
会

V
光
市
成
人
の
つ
ど
い

V
光
市
女
性
の
つ
ど
い

V
第

1
回
「
ま
ち
づ
く
り

市
民
協
議
会
」

7 
日

8 
日

11 
日

13 
日

22 19 
日日2 

月

2 
日

V
光
市
国
際
交
流
の
つ
ど

い
「
ア
ジ
ア
の
中
の
日
本

文
化
」

V
第
引
回
梅
ま
つ
り

(3

月
9
日
ま
で
)

V
光
市
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
選

手
表
彰
式

V
潮
音
寺
山
「
記
念
の

森
」
記
念
植
樹
式

V
周
南
東
部
環
境
施
設
組

合
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

「
え
こ
ぱ

l
く
」
竣
工
記

念
式
典

3 
日

19 
日

21 
日

23 
日

手
)
に
セ
ラ

・
ベ
ア

l
ド

さ
ん
着
任

2 
日

V
サ
ン
ド
ア

l
卜
川
光

V
岩
田
駅
前
ワ
イ
ワ
イ
ま

つ
り

V
島
田
人
形
浄
瑠
璃
芝
居

奉
納
上
演

(5
固
ま
で
)

4 
日

6 
日

V
光
市
人
権
を
考
え
る
つ

ど
い

V
ス
タ
ー
ラ
イ
ト
フ
ァ
ン

タ
ジ
ー

-m
虹
ケ
浜

2
0
0

8
(
市
日
ま
で
)

V
光
花
火
大
会

V
光
市
戦
没
者
追
悼
式

V
2
0
0
8
お
っ
ぱ
い
ま

つ
り

'v教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
川
光

V

「
お
い
で
ま
せ
!
第
一
郎

回
山
口
国
体
」
光
市
実
行

委
員
会
設
立
総
会

V
納
涼
柱
ま
つ
フ
工
ス
タ

川
く
ろ
く
い

V
伊
藤
公
資
料
館
開
館
什

周
年
記
念
特
別
展

(
叩
月

5
日
ま
で
)

只
u
口凶

9 
日

10 
日

20 
日

23 
日

30 
日

V
第
特
因
子
ど
も
会
大
会

V
ふ
る
さ
と
郷
土
館
で
名

月
と
邦
楽
の
夕
べ

V

「
光
市
安
全
・
安
心
都

市
宣
言
」
を
議
会
で
可
決

V
光
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー

(あ
い
ぱ
|
く
光
)
に

チ
ャ
イ
ベ
ビ
ほ

っ
と
サ
ロ

ン
が
オ
ー
ブ
ン

V
第

3
回
伊
藤
博
文
公
歴

史
講
座

(
世
月
6
日
ま
で

全

6
回
)

初
日

V
2
0
0
8
光
ま
つ
り

女

大
和
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
の
会
発
足

2523 
日日

24 
日

V
む
ろ
づ
み
緑
十
字
清
掃

.
植
樹
大
作
戦
お
よ
び

虹
ケ
浜
海
岸
松
苗
植
栽
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア

V
光
漁
港
海
岸

(室
積
海

岸
)
保
全
対
策
検
討
委
員

会
AV

室
積
象
鼻
ヶ
岬
の
放
置

艇
ロ
隻
を
撤
去

25 
日

26 
日
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U
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-
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1
幽

圃一

3 
月

9 
日

V
第
幻
回
藤
公
の
里
マ
ラ

ソ
ン
大
会

V
室
積
観
光
ガ
イ
ド
チ
ャ

レ
ン
ジ
研
修
会

V
ど
ん
ぐ
り
・
ま
つ
ぽ

っ

く
り
教
室

V

「
山
口
県
総
合
防
災
情

報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
運
用
開
始
式
」
実
施

V
誕
生
記
念
植
樹

V
成
人
式
大
賞
2
0
0
8

で
光
市
の
成
人
の
つ
ど
い

実
行
委
員
会
が
「
成
人
式

13 
日

16 
日

18 
日9 

月
日

V
百
歳
以
上
の
長
寿
者
を

市
長
と
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
な
ど
、が
訪
問

V
光
市
議
会
議
長
に
芦
原

贋
氏
、
副
議
長
に
守
田
勉

氏
が
当
選

V
光
市
特
産
品
直
売
パ
イ

ロ
ッ
ト
シ
ョ

ッ
プ
新
米
ま

つ
り

3 
日

6 
日

14 13 
日日

22 
日

27 
日

優
秀
賞
」
を
受
賞

4 
月

V
上
ヶ
原
簡
易
水
道
を
上

水
道
に
編
入

V
ー

c
T
(情
報
通
信
技

術
)
相
談
窓
口
を
開
設

V
冠
山
総
合
公
園
ぼ
た
ん

祭

(
白
日
ま
で
)

加
日

V
牛
島
恵
比
須
祭

-R後
期
高
齢
者
医
療
制
度
開
始

女
「
光
市
環
境
基
本
計
画
」
策

定第

2
子
以
降
の
児
童
の
保
育

料
・
入
園
料
等
を
無
料
化

日
19 
日

宮崎5 
月

3 
日

V
冠
山
総
合
公
園
ば
ら
祭

(
お
日
ま
で
)

V
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

冠
山
総
合
公
圏
内
「
砲
台

山
」
山
道
整
備

V
「
光
市

U
タ
ー
ン
等
定

住
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
設

す一'v第
凶
回
世
界
ベ
テ
ラ
ン

卓
球
選
手
権
ダ
ブ
ル
ス
の

部
で
高
村
文
子
さ
ん
優
勝

V
光
漁
港
海
岸

(室
積
海

17 
日

19 
日

24 
日

31 
日10 

月

3 
日

第
3
回
神
龍
石
サ
ミ
ッ
ト

を
福
岡
県
行
橋
市
で
開
催

V
早
長
八
幡
宮
秋
祭
り

12 
日

18 13 
日日

V
み
た
ら
い
湾
花
火
大
会

V
第
お
田
市
民
体
育
大
会

V
生
涯
学
習
推
進
大
会

「
ま
な
び
ん
ぐ

z-6'三

2

0
0
8」

V
冠
山
総
合
公
圏
第
6
回

灯
花
祭

V
第
4
回
光
市
文
化
祭
が

は
じ
ま
る

(美
術
展

・
芸

能
祭
・
文
芸
祭
)

V
光
市
長
選
挙
と
光
市
議

会
議
員
一
般
選
挙
を
実
施

し
、
第

2
代
市
長
に
市
川

田
川
並
び
に
辺
人
の
議
員
が

誕
生

V
第

1
回
市
長
表
彰
(
お

人
を
表
彰
)

V
市
営
パ
ス
を
新
車
両
に

更
新

光
井
・
周
防
公
民
館
が
地
区

21 
日

26 
日

29 
日

30 
日* 

岸
)
保
全
対
策
市
民
意
見

交
換
会

V
冠
山
総
合
公
園
第
6
回

し
よ
う
ぷ
祭

(6
月
8
日

ま
で
)

月
日

V
2
0
0
8
日
本
列
島
ク

リ
ー
ン
大
作
戦

V
光
市
観
光
情
報
展
を
広

島
市
で
開
催

(幻
日
ま
で
)

V
ふ
れ
あ
い
訪
問
収
集
開

ム口V
あ
じ
さ
い
祭
り
(
市
日

も
)

V
水
道
ま
つ
り

V
光
市
男
女
共
同
参
画
社

会
推
進
事
業
「
家
族
ふ
れ

あ
い
教
室
」

V
冠
山
総
合
公
園
屋
外
ス

テ
ー
ジ
屋
根
完
成

4

君

2 
日

8 
日

22 
日

28 
日7 

月
日

V

「
ふ
る
さ
と
光
応
援
寄

附
金
」
制
度
を
創
設

自
主
運
営
に
移
行

月

2 
日

V
光
市
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光
し
っ
て
る
博

士
認
定
試
験
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ひ
か
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ふ
る
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と
ウ
オ

ー
ク

-m
室
積

V
虎
ヶ
岳
登
山

V
消
防
ま
つ
り

V
横
芝
光
町
友
好
交
流
展

(お
日
ま
で
)

V
国
指
定
史
跡
石
城
山
神

謹
石
保
存
管
理
計
画
策
定

準
備
委
員
会
開
催

V
初
代
市
長
末
岡
泰
義
氏

任
期
満
了

V
第

2
代
市
長
市
川
町
山
市

長
初
登
庁

V
2
0
0
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市
民
活
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入
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講
座
開
講
式

V
ひ
か
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ふ
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ま
っ

V
大
和
公
民
館
に
子
ど
も

た
ち
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手
作
り
レ
リ
ー
フ

設
置

V
光
市
議
会
議
長
に
中
本

和
行
氏
、
副
議
長
に
磯
部

登
志
恵
氏
が
当
選

V
2
0
0
8
ふ
れ
あ
い
健

康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

9 
日

10 
日

13 
日

14 
日

15 
日

16 
日

19 
日

20 
日

23 
日12 

月

4 
日

V
第
印
回
人
権
週
間

(
叩

6 
日

V
光
市
農
業
委
員
会
委
員

一
般
選
挙

V
『も

っ
た
い
な
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文
化

推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
第

1
弾
「
お
し
ゃ
れ
な
人
の

ふ
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し
き
生
活
」

V
第
お
回
ク
リ
ー
ン
光
大

作
戦

V
海
水
浴
安
全
祈
願
祭
&

室
積
・
虹
ケ
浜
海
水
浴
場

オ
ー
プ
ン

12 
日

13 
日

19 
日

20 
日

V
冠
山
総
合
公
園
で
夜
間

庭
園
夏
L
I
V
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V
光
市
特
産
品
直
売
パ
イ

ロ
ッ
ト
シ
ョ

ッ
プ
1
周
年

大
創
業
祭

V
室
積
ワ
イ
ワ
イ
フ
工
ス

タ
2
0
0
8

V
周
防
の
火
ま
つ
り
周
防

、王
公

4
P
1
E官
庁
!

V

「
ご
み
の
行
方
」
見
学

ツ
ア
|

(全
9
回
)

V
A
E
T
(英
語
指
導
助

26 
日

27 
日

29 
日

30 
日

8 
日

日
ま
で
)

V
全
国
学
校
合
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全
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が

9
位
の
健
闘

V
ふ
る
さ
と
郷
土
館
で
ク

リ
ス
マ
ス
音
楽
会
川
醤
油

蔵V
小
学
生
駅
伝

V
光
市
特
産
品
直
売
パ
イ

ロ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
「
年
末

大
市
」

V
市
内
各
地
域
の
消
防
団

が
年
末
夜
警
を
実
施

(
羽

田
ま
で
)

21 
日

22 
日
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叙
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春
の
叙
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で
森
本
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一
さ
ん

が
旭
日
単
光
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を
受
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危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
で
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原
輝
雄
さ
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、
福
重
輝
生
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ん
が
瑞
宝
双
光
章
を
受
章

秋
の
叙
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で
早
川
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日
双
光
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谷
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ん
が
瑞
宝
双
光
章
、
兼
清

裕
之
さ
ん
が
瑞
宝
単
光
章
を

受
章
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2009年お知らせ

V噂--， ~明周回
駅

伊…100年一信
初代内閣総理大臣伊藤博文公は1841年(天保

12年)9月2日光市束荷で出生、 1909年(明治42

年)10月26日に亡くなり、 2009年(平成21年)

が満100年目にあたります。

伊藤公の在りし日を偲び、郷土が生んだ偉人

並びに憲政の父として、市民をはじめ、多くの

人々に伊藤公の偉業を紹介し、各種記念事業を

開催します。
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